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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
麻生首相過去最大のばらまき経済対策発表、つけは消費税大増税
　政府・与党は４月10日、追加経済対策となる「経済危機対策」を正式決定しました。総事業費は56兆８千億円で、財政支出は小渕内閣による１９９８年の７兆6千億円を上回る過去最大の15兆4千億円。内容は、高速道路・巨大港湾などに２・６兆円を費やす不要不急の大型工事や50兆円規模で大企業の株式を買い取る「株価対策」、富裕層向けの贈与税減税など浪費とばら撒きが中心で、国民いじめの社会保障抑制路線は改めようとしていません。「緊急対策」「成長戦略」「安心と活力実現」の柱からなり、雇用対策、資金繰り、公共事業の追加・前倒し、太陽光発電や電気自動車普及や贈与税の軽減などを盛り込みました。２００９年度補正予算案を大型連休前の27日の国会提出をめざすとしています。

　麻生首相は記者会見で「大きな借金を次の世代に残すことをやめるため」として、「消費税を含む『税制の抜本改革』を必ず実施していかなければならない」と述べ、「景気回復」後に消費税を増税する考えを改めて表明しました。
　「選挙対策のばらまきやめろ」「国民につけを回す消費税増税やめよ」「暮らしにかかる消費税減税を」の声をいっそう大きくして、総選挙で審判を下すために全力を上げましょう。
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＜４・１各地の行動その２＞
★仕事中の女性も学生も署名　北海道・旭川各界連の行動では、学生が「給付金を1回もらって消費税上がったら大変。小遣いが減る」、年配の女性も宣伝を見て仕事中なのに出てきてくれ「消費税上げるのは、国民いじめだね」とそれぞれ署名し２１４人分が寄せられました。新婦人道本部は15支部91班から１５２人が20カ所で宣伝するなど全道で大活躍。「本当に消費税をなくしてほしい。年間25万円も医療費がかかる。子どもの医療費にかからないといいけど」「せめて食料品非課税というのはもっともだ」（札幌東）、「あんたたちの言うとおり。頑張ってほしい」（豊平）などの声が多数寄せられました。

★桜の花木配り対話も弾み、各地で多数の署名　福島県と福島市の各界連の行動では農民連の協力で桜の花木を用意し渡しながら署名の訴え。「消費税には近所の主婦仲間もみんな怒っている」「定額給付金も一時のこと。消費税を上げてもらっては困る」「年金は上がらないのに消費税は増税とはおかしい」などの多数の怒りが出されました。男子高校生の５～６人のグループも足を止め、「やっぺ、やっぺ」「消費税上がったら困っぺした」など話しながら署名に応じました。一時は署名板の周りに輪ができるほどで、リーフなど１４５枚を配り、署名は１４５人分に。

★大人気の「カエル」君、女子学生も署名　新潟県各界連は万代シティ前で８団体42人が行動。時折小雨も降る中、リーフや風船を配り、１４１人から署名が寄せられました。また着ぐるみの「カエル」君も大活躍して子どもや若者に人気、一緒に記念写真を撮る人も。友達と遊びに来た女子学生は「買物のたびに消費税がかかっているなんて分からなかった。増税されるとほしいものも変えなくなる。絶対反対」と話し、子連れのお母さんは「年々給料が減り、生活が厳しくなっている。我慢も限界で、これ以上の税金は払えない」とそれぞれ署名に応じました。

★全県38カ所の昨年上回る大行動に　神奈川県各界連の行動は８日までの集約で38カ所、１９３団体６８６人の参加、署名１４８５人分、チラシ配布１万以上といずれも昨年を大きく上回りました。川崎区各界連の行動では「財源がないのでは」と聞く22歳の男性に法人税率が大幅に引き下げられてきたことを話すと「そんなことは誰も教えてくれなかった」と署名。藤沢では新婦人の会員が「食料品を非課税にする署名です」と訴えると署名に列ができる場面もあり、生活に密着した訴えが心をとらえることが分かりました。大和各界連は1時間で過去最高の１１６人分の署名が寄せられ、同じ場所で公明党議員が「共産党は定額給付金に反対したのにもらっている」と宣伝していたので、「増税を推進しているのは自民党と公明党」と事実に基づいて宣伝すると、反論もせず退散。また「私も言いたいことがある」と飛び入りもあるなど元気な行動になりました。
★ロングラン宣伝、シール投票、５００人の署名など大ブレイク　愛知連絡会は消費者団体連絡会と共同で、３月31日に名古屋市栄で５時間のロングラン宣伝を行ない、16団体80人が参加しました。シール投票は「増税賛成」23、「反対」４４７人と圧倒的。増税反対署名は過去最高の５１６人分が寄せられました。豊橋連絡会は55人が参加しティッシュ３５００個を配り、署名が３１９人分を集約しました。
（２ページに続きます）

★若者の関心が目立って　三重・桑名員弁各界連は６団体18人が行動して64人から署名が寄せられました。当初「増税はやむを得ない。しかし税金の使われ方に問題がある」と言っていた高校3年の男子生徒は、対話も弾んで増税署名に応じました。四日市各界連の近鉄四日市駅前での正午の行動には６団体16人が参加。署名も１時間弱で最近では最高の74人から寄せられました。 客待ちのタクシーの運転手も車から出て宣伝を聞き、また演説には抑揚を付けよとアドバイスをしてくれる通行人など、世論に変化と怒りが感じられました。「僕関係ない」という中学生に、「大人になったときに20％になっていたら生活どうする？」と言うと、「それは困る」と１人が署名に応じると次々に７～８人が書いてくれました。「なんの署名？」といって寄ってきた障害者も、「僕反対です。麻生総理大臣も嫌いです」と署名してくれました。
★リレー宣伝、ティッシュ配りで元気よく　京都各界連は京都市内７カ所をリレー宣伝するなど20カ所で行動。中京各界連の行動では雨の中、ティッシュやビラの受け取りもよく「消費税増税やめてほしい」と声をかけてくる人も。上京各界連の対話では「あんた何党」と聞くので「共産党も入って一緒にやっています」と話すと「うちも応援してる」とティッシュを受け取り、露店のおばさんも「消費税は反対や」と話していました。左京連絡会ではぬいぐるみを３体だしてにぎやかに宣伝し、下京連絡会の京都駅での宣伝はにぎやかでビラがよく受け取られ、バス停で聞く人、写真を撮る人も。

★「なんでやねん」ゼッケンつけて宣伝　大阪・泉南地域連絡会は、４月１日に泉南市はスーパー「ラ・ムー」前、岬町はスーパー「オークワ」前、４月３日には阪南市がスーパー「マンダイ」前で署名宣伝行動を行いました。この行動には8団体から21人が参加し、２０５人分の署名が集まりました。行動では消費税増税反対ののぼりをかかげ、参加者は「消費税増税なんでやねん」「税金増えておかず減るのんなんでやねん」「金持ち減税なんでやねん」「庶民増税なんでやねん」などゼッケンをつけて訴えました。「年金から介護保険と後期高齢者医療保険が天引きなんか、けしからん」「定額給付金もらっても後で消費税増税されたら、それ以上になるから怖い。」「今でも生活大変やのに消費税上がったら困る。」とお年寄りから若者まで怒りを持って署名に応じてくれました。吹田各界連は３団体10人が朝日町、スーパーサタケ近くの商店街で行いました。仮に２～３年後に景気が上向いていても消費税が増税されれば景気回復など吹き飛んでしまうことなどを訴え、多くの人が快く署名に応じ、56人分になりました。摂津各界連も正雀商店街で７人が行動。民商の山名副会長が「この20年間、社会保障は改悪され、消費税は大企業・大資産家の減税の穴埋めに使われた」と訴え、１時間で85人から署名が寄せられました。

★「大企業減税に消えた消費税」にビックリ　兵庫県各界連は神戸元町の大丸前で、９団体60人が行動、１９４人から署名が寄せられました。リーフレット、「ストップ！消費税増税」を呼びかけるポケットティッシュ、風船などを配布しました。「20年間の消費税額２１３兆円、法人３税の減税が１８２兆円、軍事費の増額が22兆円」との話には多くの人がビックリ。「こんな不況の中で増税しようとする麻生首相はむちゃくちゃ」「みんなどうやって生活しているのかしら。せめて食料品は非課税に」との声が寄せられました。「増税しないで社会保障の財源は？」との青年の質問には「内部留保で利益をため込んだ大企業に適正課税を」と訴えました。

★ちょうちん、のぼりでにぎやかにデモ行進　滋賀県各界連は県下９カ所でリレー宣伝、デモなど多彩に行動しました。大津各界連は７団体50人が、ちょうちん、のぼり、プラカード、横断幕を持ちにぎやかに石山商店街をデモ行進。NECや東レなど地元大企業の派遣切りも告発し、「消費税増税反対」「大企業は内部留保をはき出せ」「派遣切りをやめよ」と訴えました。守山各界連もダイハツ労働者が多数参加し８団体85人が商店街をデモ行進しました。近江八幡各界連は10人でシール投票、答えてくれた人は全員が「増税反対」。「生まれたときから消費税があり空気みたいなもの。反対か、賛成か分からない」と言っていた青年も話を聞いて「分かりました」と反対にシール。

★食費２カ月分の消費税負担、許せます？　広島各界連は民商、なくす会などが中区メルパルク前で25人で行動。「昨年、１世帯の消費税負担は13万円。これは２カ月分の食費に相当する」「消費税を増税すれば大企業は輸出戻し税でさらに大もうけする」と訴えると振り返る人も多く、カラーチラシも好評で、これまでにない１５４人から署名が寄せられました。
★デモをテレビも取材、３日間県内キャラバンも　山口県各界連は県下８カ所で行動。県各界連となくす会などが山口市で70人がデモ行進。地元YABテレビが取材しました。また、７～９日まで消費税増税反対キャラバンをおこない、５団体のべ63人が２台の宣伝カーで６コースを走りました。下関では宣伝カーの「民主商工会」の字を見て「民主党か?」と質問され、「違います」と答えると、「民主党は自民党と同じよ」。防府では「定額給付金は無意味。数年後に消費税増税を狙って国民をバカに」と話す人も。「せめて食料品は非課税に」の声も多く出され、手を振ったり、「頑張って」の激励もあちこちで。柳井ではタクシーの運転手が「消費税上げるなはいいが、財源は？」と聞き、「これまで大減税してきた大企業や大金持ちに増税する」との答えに「なるほど」と納得した様子でした。

★連続で１００を超す署名に　熊本・宇城各界連は1日、花冷えの強風の中、松橋町フレンド前で４団体13人が行動。「消費税は金持ちからもっと取るために上げていい」という人もいましたが、買い物客は「やっぱり消費税は高い」、高校生は「昔は消費税はなかったんですか？」などと話し対話が弾みました。署名は１３３人から寄せられました。また５日にも民商が運動公園で開催されているフラワーフェスティバルの会場前で宣伝。「消費税が倍になるなんてとんでもない」と言う声が多く、署名用紙をもらって帰る人もいるなどで、１３０人が署名に応じました。　　　　　　　　　　　　　　　（ＨＰにも各地の行動を掲載しています）
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